
 

＜ 別 紙 1＞  

2016 年 度 C&C 賞 受 賞 者  業 績 と 略 歴  

 

■ グ ル ー プ A：  大 野  英 男  教 授  

 

 大 規 模 半 導 体 集 積 回 路 は ⾔ う ま で も な く 情 報 通 信 技 術 (ICT)の 中 心 技 術

で あ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 拡 大 に よ り 増 大 し 続 け る 情 報 処 理 シ ス テ ム や 、

あ ら ゆ る 産 業 製 品 の 基 盤 と し て 、社 会 の 進 化 や 発 展 を 支 え て い ま す 。一 方

で 、そ の 応 ⽤ 製 品 や 領 域 の 拡 大 は 、ビ ッ グ デ ー タ や IoT と い っ た 情 報 量 の

拡 大 や 処 理 の ⾼ 度 化 と も 相 俟 っ て 、 多 大 な エ ネ ル ギ ー 消 費 を 招 い て お り 、

そ れ 故 こ れ か ら の 半 導 体 集 積 回 路 や 構 成 素 ⼦ に は ⾼ 機 能 性 と 省 エ ネ ル ギ

ー 性 と の ⾼ 度 な 融 合 が 強 く 求 め ら れ ま す 。  

 

大 野 教 授 は 、そ の よ う な 社 会 の 発 展 や 要 求 の ⾼ ま り に 先 ⽴ ち 、磁 性 体 の

も つ 電 ⼦ ス ピ ン を エ レ ク ト ロ ニ ク ス 技 術 に 活 ⽤ し 、革 新 的 な ⾼ 機 能 素 ⼦ の

実 現 を 目 指 す ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 技 術 を 次 々 と 提 案 創 生 し て き ま し た 。ま た 、

そ の 優 れ た 省 エ ネ ル ギ ー 性 に 着 目 し た 応 ⽤ 研 究 を 推 進 し 、新 た な 研 究 領 域

の 潮 流 を 切 り 拓 い て き ま し た 。 特 に 世 界 初 の 強 磁 性 Ⅲ -Ⅴ 族 化 合 物 半 導 体

の 結 晶 成 ⻑ 実 現 を 始 め 、化 合 物 半 導 体 に お け る 強 磁 性 発 現 の モ デ ル の 構 築 、

さ ら に は 外 部 電 界 に よ る 強 磁 性 と 常 磁 性 間 の 相 転 移 制 御 、そ し て 強 磁 性 半

導 体 に よ る 多 種 多 様 な 新 素 ⼦ の 提 案 と 実 証 な ど の 一 連 の 活 動 に よ っ て 、ス

ピ ン ト ロ ニ ク ス 技 術 に 関 わ る 研 究 分 野 の 開 拓 と 発 展 を ⾃ ら 先 導 し て き ま

し た 。  

 

教 授 は 、 1989 年 に 宗 ⽚ ⽐ 呂 夫 博 ⼠ ら と 共 同 で InMnAs の 結 晶 成 ⻑ に 世

界 で 初 め て 成 功 し 、 1992 年 に は 同 材 料 が 強 磁 性 を ⽰ す こ と を 明 ⽰ し ま し

た 。 さ ら に 1996 年 に は 強 磁 性 を ⽰ す GaMnAs の 結 晶 成 ⻑ に も 成 功 し 、

そ の 後 2000 年 に は Tomasz Dietl 博 ⼠ ら と と も に こ れ ら 化 合 物 半 導 体 の

強 磁 性 起 源 に 関 す る モ デ ル を 構 築 し ま し た 。こ れ ら 一 連 の 成 果 は 、そ の 後

の 強 磁 性 化 合 物 半 導 体 研 究 の 材 料 基 盤 や 設 計 指 針 と も な り 、同 領 域 発 展 の

礎 と な り ま し た 。  



 

 

以 上 の 材 料 研 究 の 基 礎 的 な 成 果 を も と に 、教 授 は 、強 磁 性 半 導 体 を ⽤ い

た 新 た な 原 理 に 基 づ く 多 様 な 新 機 能 素 ⼦ の 提 唱 と 実 証 を ⾏ い ま し た 。そ の

代 表 的 な 成 果 と し て 、チ ャ ネ ル 層 に 前 記 の 強 磁 性 半 導 体 薄 膜 を 有 す る 電 界

効 果 ト ラ ン ジ ス タ 構 造 に よ る 、外 部 電 界 に よ る 強 磁 性 と 常 磁 性 間 の 磁 気 相

転 移 や 、磁 気 異 方 性 の 制 御 を 実 証 し た こ と が あ り ま す 。こ れ は 素 ⼦ の 集 積

化 を 進 め る 上 で 重 要 な 磁 化 ベ ク ト ル の 制 御 に お い て 、外 部 磁 界 や ス ピ ン 偏

極 電 流 な ど の 従 来 の ⼿ 法 に ⽐ べ 圧 倒 的 な 省 電 ⼒ 化 の 可 能 性 を ⽰ す も の と

⾔ え 、将 来 の 超 低 電 ⼒ 半 導 体 集 積 回 路 の 実 現 に 道 を 開 き ま し た 。以 上 の 革

新 的 な 成 果 は 、着 目 し た GaMnAs な ど の 材 料 が 他 の Ⅲ -Ⅴ 族 素 ⼦ と 構 造 の

整 合 性 を も つ こ と か ら 、過 去 か ら 蓄 積 さ れ た 半 導 体 の 知 ⾒ と 強 磁 性 と の 関

連 を 融 合 す る こ と が で き る と い う 、教 授 の 独 創 的 な 着 想 が そ の 成 功 に 大 い

に 寄 与 し た も の と ⾔ え ま す 。  

 

ま た 、教 授 は 、ス ピ ン ト ン ネ ル 効 果 が 不 揮 発 性 を 有 す る た め に エ レ ク ト

ロ ニ ク ス に お け る 電 荷 移 動 に ⽐ べ 低 電 ⼒ に な り 得 る こ と に 着 目 し 、半 導 体

素 ⼦ と ⾦ 属 系 ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 素 ⼦ と を 融 合 し た 新 し い 集 積 回 路 の 提 案

と 実 証 に も 先 駆 的 に 取 り 組 み ま し た 。最 先 端 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト の リ ー ダ と

し て 、超 省 エ ネ ル ギ ー 社 会 を 実 現 す る こ と を 目 的 に 、省 エ ネ ル ギ ー ス ピ ン

ト ロ ニ ク ス 論 理 集 積 回 路 実 証 を 推 進 し ま し た 。そ し て 、不 揮 発 な ス ピ ン ト

ロ ニ ク ス 素 ⼦ と 半 導 体 集 積 回 路 の 融 合 に 挑 戦 し 、CoFeB/MgO 系 の 垂 直 磁

化 磁 気 ト ン ネ ル 接 合 素 ⼦ の ⾼ 性 能 化 に 成 功 す る な ど 、磁 気 メ モ リ (MRAM)

や 論 理 回 路 の 超 ⾼ 集 積 化 の 実 現 に 道 を 拓 き ま し た 。さ ら に 、無 充 電 で ⻑ 期

間 使 ⽤ で き る 究 極 の エ コ IT 機 器 の 実 現 を 目 指 す 革 新 的 研 究 開 発 推 進 プ ロ

グ ラ ム に お い て は 、ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 集 積 回 路 に よ り エ ナ ジ ー ハ ー ベ ス テ

ィ ン グ で 駆 動 可 能 な 超 低 電 ⼒ 集 積 回 路 を 実 現 す る と い っ た 産 業 応 ⽤ に も

挑 戦 し て い ま す 。  

 

以 上 の よ う な プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 で の 成 果 創 出 過 程 に お い て は 、 教 授 は 、

研 究 開 発 体 制 の 確 ⽴ 等 に も 尽 ⼒ し 、ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 素 ⼦ や 回 路 の 製 作 設

備 イ ン フ ラ の 構 築 や 、新 概 念 ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 素 ⼦ 創 製 に 係 る 国 際 研 究 拠



 

点 の 整 備 な ど を 通 じ て 、同 領 域 の 研 究 ⼈ 材 の 育 成 に も 貢 献 し て い ま す 。そ

し て 、教 授 の 独 創 的 で 先 駆 的 な 取 り 組 み は 、論 ⽂ 被 引 ⽤ 数 の 総 合 計 が 数 万

回 と 圧 倒 的 多 数 を 数 え る な ど 、多 大 な イ ン パ ク ト を 同 分 野 や 隣 接 分 野 の 発

展 に 与 え 続 け て い ま す 。  

 

教 授 の ⻑ 年 に 渡 る 磁 性 半 導 体 に 係 る 取 り 組 み と そ の 業 績 は 、強 磁 性 化 合

物 半 導 体 の 物 性 物 理 の 解 明 な ど の 基 礎 研 究 成 果 創 出 に 加 え 、従 来 の エ レ ク

ト ロ ニ ク ス 技 術 に 対 し 、新 た に 電 ⼦ の ス ピ ン を 積 極 的 に 制 御 し 活 ⽤ す る 多

種 多 様 な 電 ⼦ デ バ イ ス の 提 案 や 実 証 な ど を 推 進 す る 新 た な 研 究 領 域 の 開

拓 に あ り ま す 。そ し て 、特 に 半 導 体 ス ピ ン ト ロ ニ ク ス に 係 る 先 駆 的 先 導 的

な 数 多 く の 研 究 成 果 は 多 く の 世 界 中 の 研 究 者 を 引 き 付 け 、同 分 野 の 発 展 に

国 際 的 に 寄 与 し て き ま し た 。さ ら に 開 発 し た 革 新 的 技 術 を 今 後 の 社 会 が 必

要 と す る 産 業 応 ⽤ 、と り わ け 省 エ ネ ル ギ ー 化 が 求 め ら れ る 論 理 集 積 回 路 の

ブ レ ー ク ス ル ー に 展 開 す る な ど 、そ の 業 績 は 学 術 面 の み な ら ず 産 業 面 で の

貢 献 も 顕 著 で す 。 こ の こ と か ら 、 C&C 社 会 を 持 続 的 に 支 え 続 け る た め の

⾼ 機 能・省 エ ネ ル ギ ー 半 導 体 の 基 礎 と な る ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 技 術 創 生 の 先

駆 者 と し て 、 C&C 賞 受 賞 に ふ さ わ し い も の と 考 え ま す 。  
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生 年 ⽉ ⽇ ： 1954 年 生 ま れ   61(歳 ) 

 

略 歴  

 1977 東 京 大 学 工 学 部 卒 業  

1982 東 京 大 学 大 学 院 工 学 系 研 究 科 博 ⼠ 課 程 修 了  

1982 北 海 道 大 学 工 学 部  講 師  

1983 北 海 道 大 学 工 学 部  助 教 授  

1988 IBM ワ ト ソ ン 研  客 員 研 究 員  

1994 東 北 大 学 工 学 部  教 授  

1995 東 北 大 学 電 気 通 信 研 究 所  教 授  

2004 東 北 大 学 電 気 通 信 研 究 所  附 属 ナ ノ ・ ス ピ ン 実 験 施 設 ⻑  

2010 東 北 大 学  省 エ ネ ル ギ ー・ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 集 積 化 シ ス テ ム セ ン

タ ー  セ ン タ ー ⻑  

2012  東 北 大 学 原 ⼦ 分 ⼦ 材 料 科 学 ⾼ 等 研 究 機 構  主 任 研 究 者                                    

2013 東 北 大 学 電 気 通 信 研 究 所  所 ⻑  

2014 東 北 大 学 国 際 集 積 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 開 発 セ ン タ ー  教 授  

2016 東 北 大 学 ス ピ ン ト ロ ニ ク ス 学 術 連 携 研 究 教 育 セ ン タ ー  セ ン タ

ー ⻑  

 

 

主 な 受 賞 歴  

 1998 ⽇ 本 IBM 科 学 賞  

2003 The IUPAP Magnetism Prize 

2004  Institute of Physics, Fellow 

2005 ア ジ レ ン ト 欧 州 物 理 学 賞  

2005 ⽇ 本 学 ⼠ 院 賞  

2005 東 北 大 学 総 ⻑ 特 別 賞  



 

2007 応 ⽤ 物 理 学 会 フ ェ ロ ー  

2008 IEEE Magnetics Society Distinguished Lecturer for 2009 

2011 Thomson Reuters Citation Laureate 

2012 応 ⽤ 物 理 学 会 業 績 賞 （ 研 究 業 績 ）  

2012 IEEE David Sarnoff Award 

2013  American Physical Society, Fell low 

2015 応 ⽤ 物 理 学 会 化 合 物 半 導 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 業 績 賞 （ ⾚ 﨑 勇 賞 ） 

2016 江 崎 玲 於 奈 賞  

 

  



 

■ グ ル ー プ B：  ジ ェ フ リ ー  Ｅ . ヒ ン ト ン  教 授  

 

⼈ 工 知 能 (AI:Artif icial Intel l igence)は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 ⽤ し 学 習 ・

推 論 ・ 判 断 な ど の ⼈ 間 と 同 様 の 知 能 の は た ら き を 実 現 す る 技 術 で あ り 、

1950 年 代 半 ば か ら 研 究 が 始 ま り 、 産 業 分 野 へ の 応 ⽤ が 大 き く 期 待 さ れ て

き ま し た 。⼈ 工 知 能 へ の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の ア プ ロ ー チ は 、脳 が 情

報 処 理 を ⾏ う 仕 組 み に 着 想 を 得 た も の で 、 1960 年 代 と 1980 年 代 に 研 究

の ブ ー ム を 迎 え ま し た が 、当 時 の コ ン ピ ュ ー タ 性 能 の 限 界 や 利 ⽤ 可 能 な デ

ー タ の 限 界 、技 術 的 な 問 題 に よ り 、実 社 会 で 広 く 実 ⽤ 化 さ れ る に は 至 ら ず 、

研 究 の ブ ー ム と 冬 の 時 代 と ⾔ わ れ る 時 期 を 繰 り 返 し て き ま し た 。  

Geoffrey E. Hinton 教 授 は 、 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の 技 術 の 確 ⽴ に

貢 献 し た 第 一 ⼈ 者 で あ り 、 教 授 が 開 発 し た デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ (Deep 

learning)は 、 機 械 学 習 分 野 の ブ レ ー ク ス ル ー と な り 、 機 械 学 習 技 術 の 産

業 分 野 へ の 実 ⽤ 化 を 加 速 し 、現 在 の ⼈ 工 知 能 の 発 展 の 牽 引 役 と な っ て い ま

す 。教 授 の デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ に 関 す る 研 究 は 、⾳ 声 認 識 技 術 と コ ン ピ ュ

ー タ ビ ジ ョ ン の 分 野 に 多 大 な イ ン パ ク ト を 与 え 、⾳ 声 認 識 、画 像 解 析 、医

療 診 断 、コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム 、⾞ 両 安 全 性 の 向 上 な ど の 産 業 技 術 分 野 の 進

歩 を 加 速 し 、 機 械 学 習 並 び に そ の 応 ⽤ 分 野 に 革 命 を も た ら し て い ま す 。  

 

ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク は 脳 の 神 経 回 路 の 構 造 を 模 し た 計 算 モ デ ル を

使 ⽤ す る 技 術 で す が 、 Hinton 教 授 は 、 1980 年 代 の 第 ２ 次 AI ブ ー ム の 時

代 か ら 、ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に 関 し て 数 多 く の 業 績 を 残 し て き ま し た 。  

ま ず 1983 年 に 、Terry Sejnowski 教 授 と 共 著 で 、確 率 的 に 動 作 す る ニ

ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の 一 種 で あ り 、 複 雑 な 内 部 表 現 (特 徴 抽 出 の た め の

デ ー タ ) を 生 成 す る シ ン プ ル な 局 所 学 習 法 を 持 つ ボ ル ツ マ ン マ シ ン

(Boltzmann Machine)を 提 案 し て い ま す 。 こ れ は 、 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ

ー ク に ⾃ 身 の 特 徴 検 出 器 の 生 成 を 可 能 に す る も の で し た 。ま た 1985 年 に

は 、 David Rumelhart 教 授 と Ronald Wi l l iams 教 授 と 共 に 多 層 ニ ュ ー ラ

ル ネ ッ ト ワ ー ク の 学 習 法 と し て 、 誤 差 逆 伝 搬 法 (Backpropagation 

algorithm)が 有 効 で あ る こ と を 実 証 し 、第 2 次 AI ブ ー ム を 主 導 し ま し た 。 

Hinton 教 授 と Sejnowski 教 授 に よ り 最 初 に 提 案 さ れ た ボ ル ツ マ ン マ シ



 

ン の 学 習 方 式 は 、 膨 大 な 計 算 時 間 を 必 要 と し ま し た が 、 Hinton 教 授 は

2002 年 に ネ ッ ト ワ ー ク の 接 続 に 一 定 の 制 約 を 持 つ ボ ル ツ マ ン マ シ ン に 対

し コ ン ト ラ ス テ ィ ブ・ダ イ バ ー ジ ェ ン ス (Contrastive divergence)法 と い

う 効 率 的 な 学 習 方 式 を 発 ⾒ し 、 こ の 問 題 を 克 服 し ま し た 。 制 約 方 式 は 、

1986 年 に Paul Smolensky 教 授 に よ り 最 初 に 提 案 さ れ た も の で す が 、 効

率 的 な 新 し い 学 習 方 式 と 併 せ 、 制 限 ボ ル ツ マ ン マ シ ン (RBM:Restricted 

Boltzmann Machine)と し て 広 く 使 ⽤ さ れ る よ う に な り ま し た 。  

 

2006 年 に サ イ エ ン ス 誌 に 掲 載 し た 著 名 な 論 ⽂ に お い て 、Hinton 教 授 ら

は RBM を 積 み 重 ね 、各 RBM が そ の 一 つ 前 の RBM で 学 習 さ れ た 表 現 を ⾃

身 の ⼊ ⼒ デ ー タ と し て 扱 う 事 が 出 来 る 事 を ⽰ し ま し た 。こ れ に よ り 、多 層

化 し た ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 教 師 あ り デ ー タ を 必 要 と せ ず に 、深 い 多 層 ニ

ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 一 層 ず つ 事 前 学 習 す る 事 を 可 能 と し 、密 な グ ラ フ

ィ カ ル モ デ ル の 効 率 的 な 推 論 方 法 を 発 ⾒ す る と い う ⻑ 年 の 課 題 を 解 決 し

ま し た 。 2009 年 に は 、 積 層 RBM に よ り ⾳ 声 認 識 に お い て 劇 的 な 性 能 向

上 を 実 現 し デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の 時 代 の 先 導 役 と な り ま し た 。  

 

2012 年 に は 、 物 体 の 画 像 の 認 識 率 を 競 う コ ン ペ テ ィ シ ョ ン で あ る

ImageNet Large Scale Visual Recognition Challenge (ILSVRC)に お い

て 、Hinton 教 授 の チ ー ム が 、深 層 畳 み 込 み ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク (Deep 

convolutional neural network)に よ り 、 他 チ ー ム が 達 成 し た 最 良 の エ ラ

ー 率 25％ を 大 き く 低 減 す る 15％ の エ ラ ー 率 を 達 成 し 、機 械 学 習 の 研 究 者

に 大 き な 衝 撃 を 与 え ま し た 。こ の 実 証 を 契 機 に 、物 体 認 識 に お い て 、デ ィ

ー プ ラ ー ニ ン グ が 従 来 ⼿ 法 か ら 飛 躍 的 な 進 歩 を 実 現 す る 革 新 的 な 技 術 で

あ る こ と が 広 く 認 識 さ れ 、多 く の 研 究 者 や 企 業 が デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ と そ

の 産 業 応 ⽤ の 研 究 を 本 格 化 し ま し た 。  

 

デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ は 、多 層 の ニ ュ ー ロ ン を 使 ⽤ す る 事 で 、ニ ュ ー ラ ル

ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 複 雑 な 特 徴 の 階 層 構 造 の 抽 出 を 可 能 に し 、正 確 で ロ

バ ス ト な パ タ ー ン 認 識 を 大 幅 に 容 易 化 す る も の で す 。基 本 的 な 概 念 や 技 術

は 1980 年 代 か ら 知 ら れ て い ま し た が 、産 業 的 な 成 功 を 実 現 す る に は ３ つ



 

の 要 因 が 必 要 で し た 。 一 つ 目 の 要 因 は 、 ReLU(Rectif ied Linear Unit)と

呼 ば れ る 活 性 化 関 数 と ド ロ ッ プ ア ウ ト 正 則 化 な ど の Hinton 教 授 が 導 ⼊ し

た 技 術 を 含 む 、ニ ュ ー ロ ン の 形 式 と そ の 学 習 方 式 の 進 歩 で あ り 、二 つ 目 の

要 因 は 、学 習 に 使 ⽤ 可 能 な デ ー タ の 量 の 大 幅 な 増 加 に な り ま す 。三 つ 目 の

最 も 重 要 な 要 因 は 、コ ン ピ ュ ー タ 性 能 の 爆 発 的 な 向 上 で あ り 、こ れ に よ り

か つ て な い 大 規 模 な ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に よ り か つ て な い 大 量 の デ

ー タ を 処 理 す る 事 が 可 能 に な り ま し た 。こ れ ら の ３ つ の 要 因 の 結 果 と し て 、

デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ は ⾳ 声 認 識 や 画 像 診 断 の 分 野 で 広 く 利 ⽤ さ れ 、動 画 認

識 や 機 械 翻 訳 、薬 剤 設 計 、ヘ ル ス ケ ア 、ロ ボ テ ィ ク ス 等 の 産 業 応 ⽤ 分 野 に

も 急 速 に 利 ⽤ が 広 が っ て い ま す 。  

 

デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ は 、従 来 の ア プ ロ ー チ で は 不 可 能 と さ れ て い た 、学

習 の 認 識 過 程 で 必 要 と さ れ る 特 徴 量 を コ ン ピ ュ ー タ ⾃ 身 が ⾃ 動 的 に 抽 出

す る 事 が 可 能 で あ る 事 を ⽰ し て お り 、現 在 、ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク は 単

語 や ⽂ 章 全 体 の 意 味 を 表 現 す る 方 法 を 学 習 す る 事 も 可 能 に な っ て い ま す 。

こ れ は ま さ に 革 命 的 で あ り 、物 事 の 特 徴 を 概 念 化 し 直 感 的 な 推 論 に こ れ ら

の 概 念 化 を 使 ⽤ す る 事 を 含 め た ⼈ 間 の 思 考 過 程 を 模 擬 す る 事 を 可 能 に す

る も の で す 。  

 

⼈ 工 知 能 に 対 す る ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク の ア プ ロ ー チ は 、現 在 、1960 

年 代 と 1980 年 代 に 続 く 3 回 目 の 研 究 ブ ー ム が 到 来 し て い ま す が 、 強 ⼒

な デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ の ア ル ゴ リ ズ ム と 、 ビ ッ グ デ ー タ 処 理 技 術 の 進 歩 、

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 性 能 の 飛 躍 的 な 向 上 に よ り 、⼈ 工 知 能 が こ れ ま で 不 可 能

だ っ た 課 題 に 対 応 可 能 な 段 階 と な り 、そ の 本 格 的 な 普 及 期 の ⼊ り ⼝ に ⽴ っ

た と も ⾔ え ま す 。⼈ 工 知 能 は 、効 率 的 で ⾼ 度 な サ ー ビ ス の 提 供 や 複 雑 化 す

る 社 会 課 題 の 解 決 に 必 須 と な る 基 盤 技 術 で あ り 、今 後 、あ ら ゆ る 産 業 分 野

を 通 じ て 社 会 の 活 性 化 に つ な が る 大 き な 可 能 性 を 持 っ た 技 術 に 発 展 す る

も の と 考 え ら れ ま す 。  

以 上 の よ う に 、Hinton 教 授 の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る 研 究 は 、

⼈ 工 知 能 の 分 野 に 革 命 を も た ら し 、そ の 先 駆 的・主 導 的 な 取 り 組 み は 、情

報 通 信 技 術 の み な ら ず 社 会 経 済 や 産 業 の 発 展 に お い て 多 大 な 貢 献 を 果 た



 

す も の で あ り 、 C&C 賞 に 相 応 し い 業 績 と ⾔ え ま す 。  
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